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第4回 舛>的 書 評 合戦

ビブリオバトルh藤枝
ビプリオ (― 薔4al)バ トルとは

発表者がおすすめする本を 1人
5分で順番に紹介 観覧者がその

中で一番読みF_く なつF_本 (― チ
ヤンプ本)を投票して決定するゲ
ーム感党の「知的詈評8戦 Jです

地■交流

お勧め本発表者 (バ トラー)、 観覧者を募集 します !

【発表者】 5名 (要 申込み)'締切り 11月 6日 (日 )下 記まで

0電話/0546441248 後藤  ②駅南図■館カウンター

【観覧者】50人 (申 込不要 当日 会場へお出かけ下さい)

源氏物霊 く連続 >田読会スター ト

次□ (第 2● )は「未満花J ll月 13曰 (曰 ,

つ 00か ら験南図書館です 人ろ美代子さんの朗読

を聰くll式で 1回毎に完おです

反の会会員●7j万 1よ資料代300周 不要です

お誘いさわせて ぜひ お出かけください

∫藤技市立図●館の状況と

今年度の事業 J

藤校市叡委 図
=課

に依頼じF_

文書を 2～ 3面へ掲載しました

藤校市の図書館のぃま
‐

を紹介

するものです ぜひ ご覧くださしヽ
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日ごろから図書館運営にご協力いただき ありがとうございます

平成 27年度の藤枝市立図■館の状況や運営と
=年

度の事業について説明させていただきます

今年度の00課のキヤッチフレーア [来ぶらり (ライプラリ)で待ってるよ !Jのとお |●

多くの皆様の‐ J用 を固員―同でね待ち
"て

います

藤校市立図●館

「平成27年度藤校市の教育 |か ら抜粋
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(以上 平成 27年度藤校市の散南から抜粋)

:団●口の管理運営に‐ てヽ】

藤枝市立図●館|よ 駅南図●館 岡出tu図書館 岡部図書館があり 公民館図●菫と0ネ ットワーク

化による貸出 返ユ 本の相麟や県立及び他市口の図■鶴との9互貸倍など 身近で利用しやす098
館サービスを提供しています

3館の特色として 駅南図書館はビジネス関遼 田出Ш図書館は児二 幼児 青児聴 岡都図書館

は

「

9街 道文1ヒ関連と それぞれの資料ゲ充実しています

また 駅南図■鶴で|よ Iコノミッフガーデニンク支援センター fIフ トア」を関設し ビジネス●

を充実させ 地元企業を応援し地域を活樹 ヒさせる政策である「藤枝エコノミックガーデニング●業」

の支援をしれ まヽす

本年の5月 14日 (=)には駅南図書館で∫来館者 300万人達成泌念セレモニーJを開催しました

平成21年 2月の開館力ら7年 3ヶ月で300万人を遅威し ■間40万人を超見る多くの方が来館

してご沐nt、た,ュ てヽおります

今後 さらに多くの方のさまざまなニーカこお応えできる図●鶴サービスを進め0ヽきます

日を も曖●活動雌進手栞●ユ ●ヽ

子どもが自主的な読●活動を行うための環境整備や罰●機会の提供 続●活動などの推進を積極的に

図ることを目的としF_「藤枝市子ども読●勘 推進計画 (第二次)Jを平成 23年 3月に策定しました

キヤツチフレーズ「ウかからをはぐくむ 慶薔の輪 罰をでヽくら●未来の夢 !Jの実現に向け 図

書館を中ふに様々な事業に取り組みます

8月 7曰 (0)に駅南図●館にわいで  「子ども読●活動推進調演含」として藤校祠J身の脳科学

者である東京大学薬学部教懃か也谷裕二さんを講師にお招きし  「脳を知つて 脳を活ガす」と

題した議演会を開催し 1008以 上が,`]しました

今後 予定し0ヽる0業
10月 29日 (土) 

“

P“ を使つた,リ ジナル袷体作りJ(岡田J図書館)

11月 19曰 (±〉 製本構座
'オ

リジナル読會ノートを作ろうJ(岡田図■館)

11月 27曰 (曰) 製本構座 ∫オリジナル罰薔ノートを作ろうJ(駅南図■館)

1薗苅¨コ酬■君の状況と,,度の事業J(2～3荀 lよ 友の会が 動 ●調に依頼して

、
"し

ていたれ たヽものです
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掛川市立中央図書館 見学会の報告

友の会恒,い見挙会を 9月 14日 (水 )実施しま

した JR藤 枝駅へ 9時集8 10:∞～111mま で

職員の説明と館内見学 その後 局週施設見挙政策

昼食を,この丸でtヽ●_だき想談 交流後 現tl解散

参,0さ れた勝又 58両 氏に感想を寄せていただ

さました 当0の参力0は 233

く感想文 1> 抜群の読■環境、緑の中の図■館

麟又 悛夫 (友の会会員)

藤枝 図E館々の
=主

催による図●館見学会に,'0じ  掛川市立中央図書館に行つてきた

曰図●館は」R掛川駅より従歩 16分 掛‖域 二の九美術館 ステンドグラス美術館等に隣授

している 月辺は縁地 本々も多く 域下町の風情が漂い 味 群の続●環境 縁の中の図●館 J

といつた〔n象をうけた 2ω l年 6月関館 今年開館 15周年 図
=館

の内外は本材がる、んだんに

使われておリ フロアーは広く 図書館ヌベース =種カウンターが一般用 児童用に明確に

区分され 続●室はもとより 読み聞かせ用の部屋 朗読室等が整備され 冦ち薔いF_雰囲気

で読●ができる環境が市民に提供されている (貸出資IIの中に 絵画が含まれているのが特に

日についた)

それら施設の活月については 腱員の方の説明によると 26団体ある図■館ボランテイアと

の連携 協力による読み聞かせをはじめ さ文●や文学鑑賞講座や新しい取り相みとして 「十

六夜 (いざよい)の図書館Jと銘打っ●_初秋のイベントを行い 親子向 ナの読み聞かせに加え

一般向けにも朗読 生演棄会等を開催し その充実に努めているとのことであった また ,[

幼児対象に行っているプックスター ト事業に力0え =年度の事業計画より 新●_に 2歳 2か月

児横診で絵本を配布する事業を開始したとの説明もあつた

図書館の利用漱況について 2011年 をビークに減少傾向にあったが 今年度は利月音が増え

てきているようである これも 図書館職員の方々の懸命なる取り相みによるところが大きい

のではと感じられ●_ 見学会の後の交流会も8め 参考となることの多い見挙会であっF_

北
の
丸
入
□
で
全
員
集
８
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く感憑文 2> リラックスできる空間

落8文子 (友の会会員〉

当日は早朝から雨が降っていましたが 掛川駅に■く頃には雨が上がり過ごし易い―曰と

なりました 図3館の外観はとでも風18があり 周辺の施設と濶和のとれた重厚な建物

素晴らしい環境の中にある図■館だと思いました 館内は本′がふんだんに使つてあり

とでも温かみのあるリラックスできる空間です 0架ほ低く とでも広く感じられ カラス

越しに外の繰の本々が日の前に広がり 消々しく感しました 子とものおあの部屋は円形で

うのあるデザイン 様々なスタイルの居心地良い続薔席 隅々まできえられたレイアウト

司■の方のお話から 常に危機惑を持って働いてしヽるとの言葉に 図書館への熙い思いが

伝わってきました 子ともたちの未来のための読
=活

動推進計画や 図■館の事業 運営/.・

協闊会 ボランティア活動グループ等の様々な人たちが みんなで支えている図●館の姿が

見えてきました 「図●館の概要」に 「市民を支え 市民に支えられる 市民の図●館に」

の言葉が●いてきます

周辺にある二の丸美術館とステンドグラス美術館 19世紀にイギリス フランスで制作

され実際に数会の窓を師つていたステンドグラスの作品を鑑贅饉 「竹の丸J(掛川市指定有

形文1ヒ財)で昼食 参JO音 22名全員からの感想を聞くことができました

掛 城天守閣て|よ爽やかな天空の風が吹き 全てを知り尽くしたガイトさんの熱10な説明

に時の経つのを忘れてしまう程でした 「御殿Jで |ま地元の方にお話を鼈いたりと いろんな

熱しヽ思いに触れた一日でした 最後に藤校市立取南図■館が多くの市民に愛され利用される

図■館となるように願つています

「岡部おはなしの会J夏の研修会難腐
猪熙●子 (友の会会員)

48例の「壼のおあ会Jと大人向けの61修会を岡3図書館 3暗で開きました (7月 230)
毎年中央から調師をお招きして騒枝の子とも達には良いおお会を届げ |●たちは調書を聰

き学習しようという趣向です つ去 2年は「藤,子どもと本をつなぐ
=Jの

協力を得て実施

しましたが 本年は私たちの会単

“

での開催となりました 今年の腱師ぎ全日本疇リネット

ワーク理事の末吉正子氏をお招きし 樋りの神種を控口していただきましF_

午前の口|ま子ともを主体とした一般の方向けのお話会で 木さ氏による身振り手振り2に
楽しい 思わず笑い顔になる語りを いくつか実演していただきました

午後の3は 主としておお会に関わつている方達のための話り 全員を巻き込んでのつ一

フショリプです おあを一度関いてその場で思い出しながら次々と彙いていくとか 聞いた

おあl■|―場面をグループ毎に無きで再現したり など 彙中力や創造力を要求される楽しい

時間を過ごしました アンケートの全てガ「楽しかったJ「良い刺激を受けたJ「目から螢の

経験だったJなどの感想で 私達も多少の無理をしてもプロの方にお出かけ頂<事の大切さ

を再認識しました

残念に思つたのは もっと多くの子どもたちに参,0し て欲しかったこと おりの世界の楽

しさに触れて欲しかったことでした とんな活動をしても集3という点で悩んでしまいま

す 折角の累晴らしい機会を何とかきさんに捉えて頂きたいものです 私たち自身のために

も こうした研修を続けたいと思っています 図■館麦の会の皆さまも またの機会には足

非お出かけ頂きますようお待ちしております
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「ワーキング ホリデー」 坂木 司薔 (文芸春秋獅 l)
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ある曰突然 男の前に 晦 なたの息子ですJと名乗る少年ガ現れる

身に覚えのある男 |ま訳が判らないまま少年と薔らすことに 戸惑い

葛藤 婚しさ =福感……様々に揺れるS
ぎこちなかつた二人の生活ガだんだん、かけがえのないものに変わ

つてゆく そんな中で 二人を取りまく職場の同僚やホストクラフの

仲F・lたちの個性ωすぎるキヤラクター そして人情妹あふれる温かさ

ガ この作品全体を丸く大きく包んでいる 続んでいるうちに 男と

少年だけでなく登場人物全てが とても愛わしく思えてくる

ラストの展開|ま少し切ないけれと 希望の未来を予感させる

そして 親と子の血のつながりって永遠なんだなあと思う

「和薬子のアンJで第 2回曖岡県●店大■を受賞した作者ですが それととこか似ていながら

また違う面白さに満ちた作品 読み終わって気持ちが とても温かくなりました

小日未実 (友の会会員)

今年も 場 ●週同・ がやつてきた 1

10月 270～ 11月 9B(文化の日を中いとした 2

週間)は [続●週間」 戦禍の残る 1“7年 「続●

の力によって平和な文化国家をめざそうJと官民挙

げて開催されたのがスタート

一
　
一
一
●
　
一
一
　
　
　
　
―

口
雲
ヨ
両

読E週間は日本の国民的な行手として定薔じ 世界有数の「本を

読む国民の国Jと言われる大きな力となつたと評価されています

今年は第70回日でスローガンは すばり :いぎ、籠●1

情報伝達の流れは大きく変容しようとしていますが その使い手

が人間である限り人間性を育て かたちづくるのに「本Jが■要な

役割を果すことに変わりさないでしよう

この週間に ぜ0、 図●館へ出かけましょう 本に触れ 続この

楽しさや秦晴らしさを知り 本に親じむきっか|●としたらいかガで

しょう

い日ヽ

籠書。
上"ポ スター

左● 続●週間の

マーク

鬱腱□●菫友の金ニコーが 27=
2016年10月発行

友の会事務局 〒4260044

藤校市大東町 3043 楽原方

●話 FIXO■ 6350122

HP 検 国書●女の 検 索

Ｍ
¨

1  本i房香嘗2EぁFl[][宅盾:姜ξr 2年
間
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